
 

 

  

  

 

2017 年 8 月 26 日(土)12:30～16:40 

東京都障害者福祉会館  

 

主催 特定非営利活動法人 全国文字通訳研究会

後援 ろう・難聴教育研究会 

 みみより会 

 日本聴覚障害者コンピュータ協会 

 

 

パソコン文字通訳研究集会 

2017 夏 

予稿集 



 

■プログラム 

総合司会：宮田 和実 

 

12:30 実行委員長挨拶 

 実行委員長 曽根 博 

 

12:40 講演「聴覚障害者の就労に関する現状と課題 

～情報保障、コミュニケーションを中心に～」 

 講師   石原保志氏（筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター教授） 

 

14:10 休憩(10分) 

 

14:20 「文字通訳者養成テキストについて」 

 報告 大場 美晴（全国文字通訳研究会） 

 

14:50 機材セッティング 

 

15:00 「音声認識機能を組み込んだ IPtalk9t67 について」 

 発表 丸山幸美、曽根 博（全国文字通訳研究会） 

 

15:30 休憩（15分） 

 （この時間を使って質問用紙にご記入ください） 

 

15:45 質疑応答・意見交換 

 

16:35 全国文字通訳研究会からお知らせ 

 

16:40 閉会挨拶 

  宮田 和実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料目次 

 

講演「聴覚障害者の就労に関する現状と課題」 1 

文字通訳者養成テキストについて 9 

音声認識機能を組み込んだ IPtalk9t67について 11 
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■講演「聴覚障害者の就労に関する現状と課題 

～情報保障、コミュニケーションを中心に～」 

 

 講師 石原保志氏（筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター教授） 

 

 

障害者差別解消法の施行に合わせて 28年 4月より改正障害者雇用促進法が施行されました。

同法は、採用や就業における差別の禁止、合理的配慮の提供義務を規定していますが、現況とし

ては、多くの事業所において、法定雇用率の達成義務は強く意識されているものの、採用選抜、

就労環境整備については課題を有しています。特にコミュニケーションにおける配慮や、研修、会

議等における情報保障は、業務遂行、スキルアップ、キャリアアップに際して重要ですが、それを

理解または意識している事業所、職場はごく一部であると推察されます。差別解消法が学校（教

育）分野に大きな影響を及ぼしていることと対比すると、個人が学校から就労に移行する際に大き

なギャップを感じることになります。本研修会では、事例を紹介しながら、業種、職種等との関連で、

問題の傾向を解説します。 
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■文字通訳者養成テキストについて 

報告 特定非営利活動法人 全国文字通訳研究会 大場美晴 

 

●文字通研がなぜ養成テキストを作ることにしたのか 

・ 「話の全てを知ること」は、保障されるべき権利。 

・ 多くの聴覚障害者が全文入力を望んでいる。 

聴覚障害者を対象に行った調査によると、いつでも全文に近いものが欲しいという人がおよそ 

半数に及ぶ。ケースバイケースを含め 93％が全文に近いものを求めている。（2016年調査） 

 

・ 社会的にも要約しない文字通訳が望まれる場が増えてきている。（裁判員裁判、選挙、高等教

育など） 

 

・ 実際に派遣現場での基本的な入力方法

は半数以上が全文に近い入力ができる

「連係入力」。（2015年 8月・12月調査）

（n=40） 

 

 

 

 

 

・ ところが、そうしたニーズに応えられる 

入力者の養成は全国で苦労していること

が当会の調査で明らかになった。 

・ 養成講習会に「厚生労働省カリキュラム準

拠テキスト」のみを使っているところが 9 割

であるが、これは実技の記述が乏しいも

の。（2015年 8月・12月調査）（n=40） 

 

 

現場での基本的な入力方法 
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・ 養成の現場からは、「講習を終了しても派遣できるだけの実力がつかない」など、問題点を指摘

する声が上がっている。（2016年調査） 

単位：件 

 

 

ないなら、作りましょう 

 

2015年 7月にワーキングチームを結成して作成に着手。ほぼ完成し、2017年 12月に正式版を発行予定

です。 

「現場の経験が長く、文字通訳者の養成について経験の深い方々の知恵を結集して、話されたままに近

い形で入力ができる人を養成するための内容をできるだけ多く盛り込みました。 

このテキストを副読本などさまざまな形で活用し、聴覚障害者の「話の全てを知る権利」を保障するために

役立てていただけることを期待しております。」（「刊行にあたって」より） 

内容の特徴については実際にテキストを見ながらご説明します。 

以上 
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■音声認識機能を組み込んだ IPtalk9t67 について 

発表 特定非営利活動法人 全国文字通訳研究会 丸山幸美、曽根 博 
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パソコン文字通訳研究集会 2017 夏 

実行委員長  曽根 博 

 主催 特定非営利活動法人 全国文字通訳研究会 

     ホームページ http://mojitsuken.sakura.ne.jp/wp/ 

 メール info@mojitsuken.sakura.ne.jp 

 FAX.  020-4624-1608 

※私たちが求める情報保障と「要約筆記」という言葉の持つニュアンスとの間には 

隔たりがあるため、私たちはあえて「パソコン要約筆記」ではなく「パソコン文字通訳」という

言葉を使っています。 


